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(3) (2)のモデルの受水域を大阪湾沿岸海域に拡張し，分割ボックスの 1 潮時平均水質に対する陸域からの
負荷の影響を表わす係数行列とその逆行列を求め，任意点の海域水質基準を通じて異なった流域間での
負荷配分問題を取り扱う方式を確立している。
(4) 陸域負荷と受水域連関モデルの簡易型として，ラグナ湖の合成洗剤汚濁を対象にした分野別専門家へ
のアンケート結果にもとづき，階層的意思決定法を応用して対策優先度を決定する方式を提案している。
以上のように本論文は，これまで相互に独立して取り扱われてきた陸域と沿岸水域の汚濁防止計画の統
ーを可能にするとともに，関連データがより不足している途上国の湖沼汚濁問題解決にも移転可能な方
式を提案したものであり，水質管理計画の理論および実際に寄与するところが大きい。よって本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
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